
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アットホームな“昼間の家庭”で感知融合を 
 
「個の尊重と公共心の育成」を保育の基本姿勢とし、受容的環境のもとに、 
人として生きるための素地を培います。 
 

人の成長･発達の基本は“人と人との関わり”です。そして、その関わり 
は多様な方がよいのです。毎日の生活や遊びの中で、異年齢･お年寄り･ 
異文化を持つ人などとの日常的な関わりを通じて成長します｡ 

年齢別評価ではなく、その“個”の発達の順序

性に視点をおいて 

素敵な“個”育て 
 

私たち(大人)は、子どもの発達を大人の“ものさし(年齢別発達基準)”
で測っているということ。そして、そのものさしは、平均値と比べて単
に速いか遅いかで、その違いをすべて｢個人差｣という感覚で処理してし
まっているのではないでしょうか。 
■人を年齢のものさしで評価することをやめ、その子にとって今何が必要
か?という観点で｢発達の順序性｣にそって､個別にｶﾘｷｭﾗﾑを設定しています。 
■年齢別の｢クラス｣ではなく、異年齢の｢グループ｣単位での生活です。 

自然との日常的な関わり 
“日常的に”が大切なキーワード 

四季を感じられる花や樹木を植え、”アスレチックゾーン””じゃぶじゃぶ
池””ファームゾーン””ベビーフィールド”など、子ども達の好奇心、探究
心、冒険心をそそる園庭です。 

自発性を育む 
ひとつのお部屋を目的別に分ける 

この時期に自発性を育むことはとても大切なことです。そのために環境を

少し工夫しています。 
｢選ぶ｣ということと｢与えられる｣ということはまるでその意味は違いま

す。なんとなく漠然と｢先生、今日は何をするの？｣と待っているようでは

とても残念です。｢選ぶ｣は大切なキーワードです。このキーワードをもと

に環境を工夫しています。 

いつでも手に取れる環境 

創造性を育むこともとても大切なことです。そのために環境を少し工夫し

ています。 
夕食をつくるのに、スーパーマーケットの食料品売り場で考えるのと、ご
自宅のキッチンで考えるのとどちらが創造的な料理ができそうでしょう
か？｢いつでも思いついたときに手に取れる環境｣も大切なキーワードだ
と考えています｡このキーワードをもとに環境を工夫しています。 

 
ケケアアーー  くつろいだ落ち着いた環境で 

○○組さんのお部屋ではなく､～をするお部屋
 

一日の生活は、食事や昼寝などのいわゆる生活そのものと、教育的、な

いしは文化に類するものを楽しむ営みがあります｡クラスごとにひと部

屋を使用する方法を採ると、子どもたちの生活がどうしてもあわただし

くなります。 
■学校の教室のような“ひとクラスひと部屋”というのはありません。  
目的別(ダイニングルーム､プレイルーム､お昼寝ルームなど)のお部 
屋で一日を過ごします。 

ケアー くつろいだ落ち着いた環境で 
公共施設のような雰囲気をなくす 

日本の保育園(幼稚園)のルーツをたどると明治の初期にドイツからその考
えが採りいれられました。しかし、当時の日本には幼児期の保育をあては

めるものがなく、すべて学校をモデルにして考えられました。 
 
 ■モデルを学校に求めるのではなく、公共施設がもつ雰囲気をできる

だけなくし、くつろぎの場を提供するために、少しでも家庭に近い

ような環境がふさわしいと考えています。 

“日常的に”が大切なキーワード 

■年齢別「クラス」ではなく、異年齢の「グループ」単位での生活です。 
 

 
教 育 人と人との多様な関わり 

教 育 

教 育 

教 育 

教 育 
創造性を育む 

      
神戸市垂水区名谷町 1941-1 

 
078－791－0601 
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保育について 

対 象 年  齢 
 
保 育 時  間 

 
 
 
 
 
休   園   日 
 
 
お   食    事 
(昼 食・おやつ) 
 
 
 
 
ご  家  庭  と 
の連絡         

 
 
 
      

 
 
一 日 の

過 ご し 方 
 
7:00 
8:00 
9:00 
 
9:30 

11:30 
12:00 
13:00 
15:00 
16:00 
18:00 
19:00 
 

年 間 行  事 
 
 

生後 6ヵ月～小学校就学前 
 
通常保育時間   8:00～17:30 
特例保育時間   7:30～8:00 
         17:30～18:00 
延長保育時間   7:00～7:30 
        18:00～19:00 
 
日曜・祝日・12月 29日から 1月 3日 
その他災害の発生などの非常のとき 
 
｢栄養をバランスよくとる｣ことの意識が

育つように、又｢適温での食事｣を目的にカ

フェテリア方式です。 
3 歳児～5 歳児(有料)も含め主食を提供(米
飯給食 完全実施)します。 
 
お子様のご様子などは次のような方法で 
・登園、降園時を利用して 
・パーソナルシート(連絡帳)で 
・個人面接などで 
園からの行事などのお知らせは 
・毎月のグループだよりで 
・給食献立予定など 
     
0歳～2歳      3歳～5歳   
登園。健康診断 
おむつ交換・検温  遊びにはいる 
排泄・室内遊び   テーマのある 
おやつ       あそび 
戸外でのあそび 
食事 ミルク    食事 
お昼寝準備など   歯磨きなど 
お昼寝       お昼寝 
おやつ 降園準備  おやつ 
お迎えにより降園 
延長保育利用児 おやつ 
保育終了 
  
誕生会・遠足・親子ふれあいの日、七夕 
クリスマス、ひなまつりなど季節に応じて
楽しい行事を催します     

施設の概要 

保  育  園  名  
住          所 
T     E     L 
F     A     X  
創          設  
園          長  
施  設  構  造  
敷  地  面  積  
延 べ 床 面 積  
設          備 
  
児  童  定  員  
職    員    数 

花の森保育園 
(はなのもりほいくえん)  
神戸市垂水区名谷町 1941-1  
078－791－0601  
078―791－0631  
2012年 4月 1日  
谷村佳奈美  
鉄筋コンクリート造 3階建て  
2,256㎡  
774㎡  
保育室・ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ・ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ・お昼寝
ルーム ほか  
60名  
10名（園児人数･年齢構成により変更が
あります。） 
 

お問い合わせは 
 

０７８-791-0601 

花
はな

 の 森
もり

 保
ほ

 育
いく

 園
えん

 
神戸市垂水区名谷町 1941‐1 

●社会福祉法人みかり会● 

設置主体●社会福祉法人みかり会 SINCE1952 

通常保育以外の費用（予定） 

毎年必要 

毎月必要 

 

 

臨時に必要 

約 225円  災害共済掛金  

1,000 円      主食費（3歳以上） 

1,300 円       布団リース代 

2,500 円～4,000円 延長代（利用者のみ） 

200円～（1日）   延長保育料（利用時） 

                     その他運動会駐車代等 

             

http://www.mikarikai.jp/hananomori/ 

経営理念 ―自身の成長、そして、お返しを― 

花の森保育園 

JR垂水駅 

地下鉄名谷駅 地下鉄学園都市駅 

南あわじ市 

松帆南保育園 松帆北保育園 すくすく保育園 

松帆ハッピークラブ(放課後学童クラブ) 幼老複合型うぃず 

どんぐりの里(特別養護老人ホーム,デイサービス,介護支援センター） 

神戸市(垂水区) 

 多夢の森保育園 夢の森保育園 神陵台児童館 多夢の森ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 

西宮市 

 つぼみの子保育園 めばえの子保育園 病児病後児保育ルーム  

つぼみのひろば(地域子育て支援センター) 

                 


